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Lee（1984）では，財政状態表（Statement of financial position），財政状態変










































注 千ポンド 千ポンド 千ポンド 千ポンド
キャッシュ・インフロー 実現利益




土地建物購入 7 製品 8
税金支払 13 買掛金 （9）
配当金支払 10 6
現金資産の増加 2 39 車両運搬具 （6）
69 土地建物 1
1
注1 得意先から得た現金 187 実現可能性の低い純資産：
124 仕掛品 15
63 工場機械 （3） 12 13
利息支払 2 74
61 差引：税金充当額 20
2 期首銀行預金残高 5 54































11）Miller and Bahnson（2002）による利益計算型の調整表は，Whitfield Broome（2004）に
よっても強く支持されている。
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